
システム監査学会 会員の皆様 
                                    システム監査学会 
   中部地区システム監査研究会 

主 査 吉田 洋／副主査 横山 宏 
 

2015年度第 1回中部地区システム監査研究会を下記の要領にて開催します。（本研究会は ISACA名古屋支部月例会と
合同開催となります。）非会員の方の参加も歓迎いたします。 

 
記 

 
１．開催日時：2015年 4月 25日（土） 16:00-18:00（18:00-20:00 懇親会） 
２．会場： 研究会：有限責任監査法人トーマツ名古屋事務所 8階会議室 

  名古屋市中村区名駅 3丁目 13−5 JR名古屋駅前、名古屋ダイヤビルディング３号館 
■会場地図 http://www2.deloitte.com/jp/ja/footerlinks/office-locator/chubu/nagoya-daiyabuild.html 

懇親会：やぎや の予定 
 

３．内容                          ※専門監査人の業績ポイントは10ポイント
16:00-16:10 ISACA連絡事項等 

です。 

16:10-18:00 ご講演 
18:00-20:00    懇親会 
 

［講演テーマ］：政府における IT ガバナンスとマネジメントに関する新たな取り組み～「政府情報システムの整備及び管理に関
する標準ガイドライン」（標準ガイドライン）の決定・施行と「政府情報システムの整備及び管理に関する標準
ガイドライン実務手引書」（実務手引書）の完成を受けて～」 

［要旨］：昨年の 12月 3日に「標準ガイドライン」が各府省情報化統括責任者(CIO)連絡会議において決定され、4月 1日か
らの施行となりました。3月 19日には、標準ガイドラインを解説するための「実務手引書」が完成し、各府省に通知されるとともに、一
般にも公開されました。 

         政府組織における意思決定構造や情報システムに関する管理の仕組みは民間企業とかなり異なりますが、これまではどうであっ
たのか、そしてこれからどうなるのかについて、解説いたします。 

         ISACAで主張する ITガバナンスもしくはGEITは重要な考え方であると信じています。しかし多くの場合には組織形態の違い等
によって、そのままの導入が非常に困難なものとなっています。政府における IT ガバナンス及びマネジメントにおいて、どのような検討が
されたのかを解説することで、いろいろな組織形態で ITガバナンスを検討される際の参考になればと考えています。 

         実は、この標準ガイドラインの検討は 2012年の 8月に開始され、2年半以上をかけて今日に至りました。検討開始当初から参
加して来たメンンバーの一人として、その裏話も織り交ぜつつ解説いたします。 

         なお、関連資料として、下記URLから公開されている資料をご参照ください。 
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/gyoukan/kanri/infosystem-guide.html 

［講師］：梶本 政利 様（経営コンサルタント、総務省行政管理局 技術顧問（非常勤職員）） 
 

４．参加費・研究会資料：学会および ISACA会員 1,000円、非会員 2,000円 （当日ご持参ください） 
懇親会参加費：3,000円（当日ご持参ください） 
 

５．参加申込方法 
 研究会は ISACA名古屋支部と合同で行いますので、ISACA名古屋支部事務局 吉田様 
（k.yoshida★isaca-nagoya.org）宛、E-Mailで、以下 5点を4月22日（水）までに  
メール発信の際は「★」を小文字の「@」に直してください。 

ご連絡ください。 

①講演会： 出席 又は 欠席  ②懇親会： 出席 又は 欠席  ③ご氏名： 
④システム監査学会： 会員 又は 非会員   ⑤ISACA：  会員  又は  非会員 

 
６．本研究会に対する問合先 
 中部地区研究会主査 吉田 洋（yoshida.hiroshi★nagoya-bunri.ac.jp）までお問い合わせください。 
（申込先のメールアドレスとは異なりますのでご注意ください。／メール発信の際は「★」を小文字の「@」に直してください。） 

●申込時に記載していただいた個人情報については、本会の運営管理目的外では利用いたしません。 

mailto:k.yoshida@isaca-nagoya.org�


 
講師紹介 

 
【講師】 梶本 政利 様  
【資格】 公認情報システム監査人（CISA: Certified Information Systems Auditor） 
      CRISC: Certified in Risk and Information Systems Control 
【職業】 経営コンサルタント、総務省行政管理局 技術顧問 （非常勤職員） 
 
【略歴】 
・京都大学理学部（物理学）卒業 
・コンピューターメーカー（富士通、ゼロックス）のシステムエンジニアを経験した後に、国内のコンサルティングファームでコンサルティン

グ 
に従事。 
・Ernst & Young Consultingに移籍した後は Ernst & Young Internationalの提携先であった旧太田昭和監査法人（現

在 
の新日本監査法人）との関係を深めてコンサルティングを展開。 
・独立後、「梶本コンサルティング」として、新日本監査法人等との関係を軸としてコンサルティング活動を展開。 
・2009年から総務省行政管理局の技術顧問として、職務に従事。 
 
【著作】 
・「COBIT実践ガイドブック」（日経BP社） 共著 
・「クラウドコンピューティングの法律」（民事法研究会） 共著 
・「Data Center Handbook」（Wiley） 共著 
 
【ISACA関連】 
  ISACA（情報システムコントロール協会）東京支部 
   1992年入会、1994年から 2013年まで理事（2003-2005期会長） 
 東京支部：http://www.isaca.gr.jp/index.html 
 本部：http://www.isaca.org/ 
 
ITGI Japan（日本 ITガバナンス協会） 副理事長 
http://www.itgi.jp/ 
 
ISACA International (ISACA国際本部) 
  Governments and Regulatory Agencies Advocacy Area 1 Subcommittee 
(2009-2011: Member, 2011-2014: Chair) 
  Governments and Regulatory Agencies Advocacy Committee Member 
(2011-2014: Member) 
  COBIT 5 Initiative Member（下記の開発に参加） 
      -COBIT5 Framework 
      -COBIT5 Enabling Processes 
      -COBIT5 for Assurance 
      -COBIT5 Enabling Information 
      -Risk Scenarios for Using COBIT5 for Risk 
    http://www.isaca.org/ （ISACA米国本部） 
 
【その他】 
  ISO 38500 (IT Governance)のＪＩＳ化委員会メンバー 
  Harold Weiss Award 2016受賞（ISACA本部による ITガバナンス貢献者表彰） 


